
=速 報 =
1981年 7月 31日 のシベ リア日食の概況 (1)

山 本 威―郎

Oppolzer Cannon Z 7592の 来年のシベリア日食は、1963年 7月 20日の北海道日食

の 1サ ロス後に相当する。この北海道日食は、日本では今世紀最後となった皆既日食でもあり、

当時観測を行った人達にとっては、今回のシベリア日食は、まさに 1サ ロス周年記念になる訳

である。また、 ソビエトの皆既日食といえば、1968年 9月 22日 、日本アマチニア初の海外遠

征が思い出されるのだが、この時は残念ながら政情問題のあおりで皆既帯に入れず、 99.5%

の部分日食しか観測出来なかった。このような背景からも、来年の日食は、日食観測家にとっ

て何かと因縁の深いものである。

日食皆既帯は、図-1に示すように、黒海の東岸から始まり、カザフ共和国、バイカル湖北

部、カラフトを経て、ハワイ沖の北西海域に終る。食の最大は、バイカル湖とカラフトのほぼ

中央にあるスタノポイ山脈での2分 02秒で、規模としては比較的小さい方へ入る。日本でも全

国にわたって、40%を超す部分日食が観測され、これは 1958年の八丈島日食以来ではないか

と思われる。ちなみに、稚内では87%t東京では 60%、 長崎でも42なで欠ける。

国内及びソビエ トでの局地予報の詳細は、次号かその次あたりに発表する予定である力ヽ こ

こでは、主にソビエトと中央アジアの主要都市における予報を表-1に示す。

本予報を計算するにあたり、使用したベッセル要素は、海上保安庁の「天体位置表」 1981

年であり、電子計算機は NEAC-3200である。
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